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 有機薄膜太陽電池(OPV)は軽量かつ柔軟などの利点から注目されており、高効率化に向けて材料開発が

行われている。我々はこれまでにベンゾチエノイソインディゴ(BTIDG)を電子受容性基とする共重合体を

設計・合成した。BTIDG共重合体はその立体不規則性により、高い溶解性・結晶性・face-on配向性を示

し、PC71BMとの混合膜において 4.2%の光電変換効率が得られた[1]。一方で、フッ素を導入すると結晶性

と face-on配向性が著しく損なわれ、変換効率は 1.6%に減少した[2]。 

 そこで本研究では、イソインディゴと構造的に類似した

強い電子受容性基であるジケトピロロピロール(DPP)に、

フェニル環とチオフェン環もしくはチエノチオフェン環

を非対称に導入したユニット(uDPP)を設計し、2次元ベン

ゾジチオフェン(2DBDT) [3]との新規共重合体を合成した 

(Fig.1)。 

 フェニル環とチオフェン環を非対称に導入した P1 の光

電子収量分光測定による HOMO 準位は-5.4 - -5.1 eV であ

り、より強い電子供与性と広いπ共役系を有するチエノチ

オフェン環を導入した P2 の HOMO はより浅い-5.1 eV を

示した。紫外可視吸光分光より得られたバンドギャップ

は共に 1.7eV程度であった(Fig. 2)。薄膜の XRD測定によ

ると、ラメラ間距離は 18.7 - 18.9 Åであり、P2ではより

比較的強い回折強度が見られ、より高い結晶性が示唆さ

れた(Fig. 3)。 

当日は、これらの性質と膜物性、電子物性を踏まえ太

陽電池特性を包括的に議論する。また、電子受容骨格に

置換基を非対称に導入する効果についても併せて議論す

る。                          
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Figure 1. Structure of P1 (upper) and P2 (lower). 
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Figure 2. UV/vis absorption spectra of (a) P1 and (b) 

P2 in the films states. 
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Figure 3. XRD profiles of P1 (red line) and P2 (green 

line) with annealing at 120℃.  
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